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《神経心理学コレクション》脳を繙く
歴史でみる認知神経科学

酒井邦嘉

型破りな脳科学の入門書

型破りな脳科学の入門書である。本の帯には，

「脳研究の常識への挑戦状！」とある。確かに，原

題の“History of Cognitive Neuroscience”(認知

神経科学の歴史)からは想像もつかない，過激な本

であると私も思う。それゆえ，類書にないおもしろ

さがこの本にはある。同時に，本気で自分の脳を使っ

て，脳という奥深い書物を「繙く(ひもとく)」こと

を読者に強要せずにはいられない本でもある。一読

をお勧めしたい。

本書の構想は，「脳科学全体にわたる主要な研究

を網羅的に取り上げ，整理し，研究内容を歴史的に

位置付け，批判的に考察する」というものである。

その一方で，巷ではちょっと不思議にも思えるくら

いもてはやされてきた用語である「ワーキング・メ

モリー(作動記憶)」に関してはたった 1か所，「ミ

ラー・ニューロン」に至っては全く記述や議論がみ

られない。どちらの概念に対しても，特に言語への

安易な適用に対して常に懐疑的な私には，むしろこ

れは適切な判断であるといえるのであるが，もしも

これらの点について徹底的に議論してもらえたら，

盲信されている概念に対する多くの誤解が解けたこ

とであろう。

本書は，最終章の「認知神経科学の概念的前提」

を除けば，すべての章に「ヘルムホルツからシンガー

へ」といった具合に，そのテーマに貢献した有名な

研究者の始点と終点を示す副題が添えられている。

しかし，「○○へ」という側に置かれた現代の神経

科学者は，「○○から」という側の往年の科学者を

上回る貢献をしたとは，残念ながら思えないのであ

る。そのような比較が容易にはできないくらい，ヘ

ルムホルツやウェルニッケは偉かったのである。脳

神経科学の歴史において，その未来を信じ，そして

今なおその進むべき道を照らし続けているのだか

ら。

本書の内容に少し踏み込むと，「歩くあるいは話

すといった後天的能力」(p 115)というように，人

間の本能に対して誤解を招く記述もみられる一方

で，ダプレットとブックハイマーの fMRI実験に対

する批判(pp 192-196)は，正鵠を射ている。また，

私自身の主張を取り上げてこき下ろしている部分

(pp 149-151)は，残念ながら根本的な誤謬に満ちて

いる。むしろ，そんな危険を冒してまで脳科学のテー

ゼに斬り込んでいった勇気を讃えるべきであろう。

著者たちは，「神経科学者は自らの実験に注ぐの

と同じくらい細心の注意を，概念の一貫性と明晰性

を確保することにも注がなければならない」と述べ

ている。しかし，私はそうは考えない。物理学の世

界では，「熱」という概念の本質についてはなんら

考察することなく，「熱力学」という厳然たる理論

体系が成立し得るのだ(W・パウリ 著，田中實

訳：『熱力学と気体分子運動論』，講談社，1976を

見よ)。1つの学問領域の中に，一貫していなかっ

たり明晰でなかったりする概念が紛れ込んでくるの

は，やむを得ないことであり，むしろその健全な発

展の一過程を示すものでもある。それまでは予想も

つかなかった角度から，その現象の本質的な意味が

見いだされてはじめて，「概念」というものは科学

者に雄弁にその本質を語り始める。脳神経科学はま

だその段階に達していないのだから，過信はむしろ

禁物であろう。今の神経科学に必要なことは，ただ

1つのみ。証明も反証もできないような概念化をし

たり，それを批判したりする暇があったら，何か新

しい実験をすべきなのだ。

(東京大学大学院言語脳科学)
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